
 

■申込・参加要領  ： 当会ホームページからお申込みください。ＦＡＸ、または下記担当者宛 E-mail からもお申込み頂けます。 
後日（開催日１週間～１０日前までに）受講票・請求書をお送り致します。 

※よくあるご質問（ＦＡＱ）は当会 HP にてご確認いただけます。（[TOP]→[公開セミナー]→[よくあるご質問]） 
※お申し込み後のキャンセルはお受け致しかねますので、ご都合が悪くなった場合、代理出席をお願いします。 

■お申込・お問合わせ先： 企業研究会 公開セミナー事業グループ 担当／民秋・川守田 E-mail:tamiaki@bri.or.jp 
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名古屋・大阪会場は昼食代を含みません 

 

企業経営における『リスクマネジメント応用講座』 
 

～ リスクマネジメントの実務を体系的かつ平易に解説 ～ 

 

 

３７，８００円（本体価格 ３５，０００円） 

 

４１，０４０円（本体価格 ３８，０００円） 

 

KPMG ビジネスアシュアランス㈱（現 KPMG コンサルティング）に 2006 年入社。以来、金融業・保険

業・通信業・放送業・製造業等の業界にてリスク管理態勢構築・コンプライアンス態勢構築・内部

監査等の支援業務に従事。現在に至る。 

４１，０４０円（本体価格 ３８，０００円） ４５，３６０円（本体価格 ４２，０００円） 

 

１．はじめに 

２．リスクマネジメントの取組みの現状・課題 

（１）リスクマネジメントの取組みの現状 

（２）取組み状況から導出される課題 

３．全社的リスク管理プロセス毎の課題解決のポイント 

（１）リスク把握 

   ～自社実態に合わせたリスク把握の実施 

（２）リスク評価 

   ～納得感を向上させるリスク評価の実施 

（３）リスク対応体制 

   ～リスク低減を意識したリスク対応の実施 

（４）モニタリング体制 

   ～目的を明確にしたモニタリングの実施 

（５）一貫性あるリスクマネジメント PDCA の確立 

   ～自社実態に合わせたリスクマネジメント PDCA の推進 

（６）危機管理・事業継続体制の高度化 

   ～危機管理・事業継続体制における実効性の確保 

４．より意義のあるリスクマネジメントを推進するためのポイント 

（１）リスクマネジメント手法の定着 

   ～現場でのリスクマネジメントの理解度向上 

（２）リスク管理向上のための仕掛けづくり 

   ～従業員一人ひとりがリスク感度を向上させるための取組み 

（３）リスクを広く捉え、事業リスク対応に活かすための仕掛けづくり 

   ～事業リスクをより早く検知し、対応するための取組み 

５．企業のグローバル化とリスクマネジメント体制の在り方 

（１）海外事業リスク管理の現状 

（２）海外事業リスク管理の強化のポイント 

６．まとめ 

７．質疑応答                                     ※プログラム内容に若干の変更がある場合もございます。 

※コンサルティング業、士業の方など講師とご同業の方のご参加はお断りする場合がございます。 

※最少催行人数に満たない場合、開催中止となる場合がございます。 

 

 

 

■開催にあたって■ 

 

財務報告に係る内部統制の報告・監査制度が導

入され、上場企業はリスクマネジメントをはじめとし

た内部統制システムと否応なく向き合わなければ

なりません。また、上場企業の統治の指針となる

「コーポレートガバナンス・コード」が発信され、企

業の持続的成長に資するようなリスクマネジメント

態勢の構築について言及されるようになりました。

本来、リスクマネジメントを含む内部統制は、各企

業の文化・事業形態等に則し、あらゆるバリエー

ションがあり、ひとつの「正解」があるものではありま

せん。企業としての経営管理そのものをいかに高

度化させるべきかという観点から確立・高度化さ

れるべきものです。 

そこで、本セミナーでは厳しいビジネス環境におけ

る競争力の向上のために、あらためて経営管理の

高度化や経営目標の実現を目的としたリスクマネ

ジメントのあり方や経営管理と一体化した全社的リ

スク管理のあり方について、事例を踏まえつつ考

えていきます。また、海外グループ管理におけるリ

スクマネジメントの現状と今後のあり方についても

考えていきます。   
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